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ii) 粘弾性緩和：成層構造を成すリソスフェアの厚さ H とアセノスフェアの粘性率ηを






結果、(νu,νd)=(0.34, 0.25), (H,η)=(40km, 3.16×1018Pas)と求まり、間隙弾性反発
















































（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 

























最大値はそれぞれ 36cm, 21cm で、余効変動のモデル化において無視することができ
ないことを示した点は重要である。また、間隙弾性反発を考慮すれば、(1) 余効すべ
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